
LIP とは…… Local Information Paper の頭文字をとったものです。  

 

 

├ [作家 鶴島緋沙子の もぐらの目 44]  十万分の一の偶然 

├ ひよ＆ママ☆ネットワーク 

├ 原発事故後の放射線健康影響問題 

├ おじさんも“戦争法案”反対を訴える♪ 

├ とれぶカフェへようこそ！ 

├ 耳より情報♪ 「女子プロ野球」観戦してきました♪ 

├ 『アラカシのもり』千部発行。原画展を各所で開催 

├ 今月の五行歌 

├ イベント紹介 ├  

「ＬＩＰ編集局」 http://www.love-dugong.net/lip/ 

 

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) FAX 020-4665-8668 

郵便振替口座 00920-8-120259（ＬＩＰ編集局） 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 

２０１５年７月号 

枚方市東部の尊延寺（そんえんじ）で活動してい

る、ひよ＆ママ☆ネットワーク。地域で子育て中

の親子のための楽しい企画を次々開催していま

す。         （３頁に記事） 



（エッセイ もぐらの目）       ＬＩＰ ２０１５／０７ 
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鶴島緋沙子さんは、山田洋次監
督の映画「学校Ⅲ」の原作となっ
た「トミーの夕陽」や、「私の中
の瀬戸内寂聴」（いずれも、つげ
書房新社刊）などの作品で知られ
る枚方市在住の作家。「大阪府高
齢者大学校エッセー文学科」講
師。「同大学同窓会枚方・寝屋川・
交野合同」の「文章講座」講師。
また、「自閉症」の息子さんの母
親であり、「枚方自閉症児(者)親
の会」の代表です。「もぐらの目」
は、隔月連載の予定。これまでの
連載をまとめた著書「もぐらの
目」が、つげ書房新社から刊行さ
れています。 



（ひよ＆ママ☆ネットワーク）     ＬＩＰ ２０１５／０７ 

〈３〉 

 枚方市東部の尊延寺（そんえんじ）で活動

している、ひよ＆ママ☆ネットワーク。地域

で子育て中の親子のための楽しい企画を次々

開催しています。 

 

☆ママとベビーの熱気むんむん、 

「かえっこ会」は大賑わい！☆ 

 

 ５月29日（金）、ひよ＆ママ☆ネットワーク

主催の「第９回 ひよママのかえっこ会」会

場の尊延寺老人集会所には、午前10時半から、

小さなお子さんを連れてお母さんたちが続々

とやってきます。２階入り口で受付をすませ、

「かえっこ券」を受け取ると、和室に座って

おしゃべりしたり、ずらりと並んだ子ども服

やベビー用品を見たり。 

「かえっこ会」は、不要になったものを最大

５点まで持参して、自分の欲しいものと交換

できる仕組みです。今回はじめてカフェも開

設。手作りのスイーツ５種とお代わり自由の

ドリンクが各々100円で、人気を呼びました。

手作り服や小物のブースも店開き。エプロン

ドレスを試着して、「色はこっちがいいけど、

長さはこっちが～」と悩むママさんも。製作

販売しているkyo-kokoさん自身、子育て中で、

ひよ＆ママ代表の中川さんに声をかけられ、

約３年前から小物等を製作、ひよ＆ママのイ

ベントやネットで販売するようになったそう

です。この日の参加者はおとな21人、子ども

16人。70点の「かえっこ」が行われました。 

 

☆「仲間が欲しい」と願った気持ちが、 

どんどん広がり発展して☆ 

 

「娘が１歳の頃、子育て仲間が欲しくて。

近くの図書館分室のおはなし会に来てい

た同年齢の赤ちゃんとママに声をかけて、

自宅で読み聞かせとおしゃべりの『おはな

し会』を開きました」と、ひよ＆ママ☆ネ

ットワーク代表の中川理恵子さん。平成15

年生まれの赤ちゃんとママの会だったの

で、名前はいちご（＝１・５）会。メンバ

ーが増えたので、翌年「ひよ＆ママ☆ネッ

トワーク」を立ち上げて、尊延寺老人集会

所で活動することになりました。現在同集

会所で「かえっこ会」や「ママフェスタ（手

づくり市＆バザー）」を半年に一度開催し

ています。「ママたちの『こんなことした

い、あんなことしたい』を実現させていけ

るよう、現役ちびっこママスタッフを新た

に募集しています」と中川さん。 

 団体の活動とは別に、中川さんは自宅で、

月一度手づくりおやつクラブや、不定期に

アナログゲーム＊大会等を開いています。

７月３日（金）は、10時半から同集会所で

「ひよママのママフェスタ2015夏」。７月

12日（日）の五六市では、岡本町会館で、

枚方子育て支援ネットワークとして「お茶

の間カフェ」開催。楽しいイベントが続き

ます。 

（ＬＩＰ編集局 豊髙明枝） 

 

＊アナログゲーム： 電源を使わないカードゲームや

ボードゲーム。人対人のコミュニケーションゲーム。 
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参照 HP「ぴよぴよピッピ」で検索 

問合せは→ひよママお問い合わせフォーム 

http://form.mag2.com/giouofroum 



（科学史学会／作らずにはいられない） ＬＩＰ ２０１５／０７ 
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 東京電力福島第一原子力発電所事故後、小児甲状

腺がんの多発が生じ、その原因が放射能によるもの

かをめぐって、専門家の間でも論争が生じています。

また、100 ミリシーベルト以下では健康に影響が出な

いとして、20 ミリシーベルト以下の地区の避難指示

が解除され、避難者への支援が打ち切られようとし

ています。それに対して、全国に散らばった避難者

のうち１万人を越える人たちが東電と国を訴える裁

判を全国で起こして立ち上がっています。 

 今回のシンポジウムでは、このような状況におい

て、放射線被曝の問題を研究している科学史家や自

然科学者、チェルノブイリ事故の被害調査・救援を

行なっている NPO の運動家などが報告を行ない、そ

れに対する科学史･科学論の専門家のコメントを軸に、

一般参加した市民も加わり、議論が行なわれました。 

 報告では、さまざまな健康影響をめぐるチェルノ

ブイリ原発事故後の歴史的経験の総括、原発事故後

に福島県内で多発している小児甲状腺がんの特徴

の評価、国連科学委員会の 2013 年報告書の評

価等が行なわれ、被害の実相を直視せず、低線

量では影響が出ないはずだという前提で議論が

進められている日本の現状が批判されました。  

 当日の参加者は延べで 70 人を越え、低線量被曝の

問題は混沌としており、まさに科学の現代史だとい

うコメンテーター発言を皮切りに、議論は活発に行

なわれました。一般参加の方から「科学史というも

のの理解が深まり、目からうろこが落ちる」思いで

した、というような発言も出て、意義のあるシンポ

ジウムになったと思います。 

 放射線安全論を批判する市民運動主催のシンポジ

ウムはそれなりに開かれていますが、研究者が主体

の学会でこのようなシンポジウムが開かれることは、

とかく安全論に傾きがちな専門家の世界に風を送る

意味でも、重要な意味をもつように思われます。シ

ンポジウムの正式な報告は後日学会誌にも載る予定

だそうです。 

（同志社大学・嘱託講師（科学史・科学論） 

 藤岡毅） 

 わたしは満員電車に乗って毎朝通勤してる。 

 たいてい、文庫本を読んでる。 

 この日は、本を読む前に、ＳＮＳをチェックし

ていた。国会での戦争法案がひどい。ＳＮＳにも

反対の声があふれている。 

 若者たちが「ＳＥＡＬＤｓ」という団体を作っ

て立ち上がってるらしい。楽しげなデモ行進だ。 

 ９３歳の瀬戸内寂聴さんが車椅子で国会前にか

けつけ、「最後の力を振り絞って反対運動をするつ

もりだ」と語っている。ホンマに命がけだ。 

 おじさん世代のわたしも、戦争法案に対して、

意思表示をしないといけないと強く思う。 

 そこで、ふと思いついた。 

 自分が電車で読んでる本のカバーにメッセージ

文をつけてみよう。 

 どれくらいの人がみるか、どの程度の効果があ

るのか不明だし、まったくの自己満足かもしれな

い。けど、思いついたら「作らずにはいられな

い」。 

 で、さっそく作ってみた(^_^; 

 こんなんです。あ、写真とか、ネットで拾った

ものを勝手に使ってます。ゴメン。 

（ＬＩＰ編集局 わたなべ） 

現物はこちらにあるので、ご自由に。 

http://love-dugong.net/iken_book_jacket/ 

５月 31 日大阪市大で開催された日本科学史学会年会・シンポジウム 

「原発事故後の放射線健康影響問題 ～福島県での小児甲状腺

がん多発とチェルノブイリの歴史的教訓～ 」参加報告 



（とれぶカフェ ＆ 耳より情報）   ＬＩＰ ２０１５／０７ 
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 2010年６月号に掲載された、とれぶカフェ。最近

の様子を報告していただきました♪ 

 

 みなさん、こんにちは。私たちは毎月第４金曜日

に「みんなでつくる学校“とれぶりんか”」主催のカ

フェをしております。どんなカフェかというと、い

ろんな人が来て、まったりコーヒーを飲んでいるよ

うなカフェです。 

 さて、『とれぶカフェ』の世界に行きましょう。 

 受付は18：30から始まります。そこで皆さんコー

ヒーを飲みながら

一息。終われば野菜

や漫画の販売をみ

て、スタッフや他の

お客さんと会話。 

 19：00からは告知コーナー。とれぶりんかの予定

や、お客さんがやっているボランティアの予定など

を、楽しくのんびり報告しています。 

 告知コーナーが終わり19：20から企画スタート。

その月でゲストや企画を変えています。4月はコカ

リナ奏者の方に来てもらい、音色に合わせて一緒に

歌いました。いつの間にか時間が過ぎており、とて

も楽しかったです。5月は電車がとても大好きな電

車夢中男(でんしゃむちゅお)君の難読駅名でした。

難しかったけど、答えの後にその駅のエピソードを

教えてくれるのですが、なかなか深い！その地名・

駅名1つ1つに、地名になるほどのそこしかないエ

ピソードがあるんだなと思いました。また、変わら

ず毎月やっているのが、エリちゃんのダンス。頑張

って披露してくれる姿に励まされ、応援したくなり

ます。そして、ダンスのキレがよくなっていて、ク

オリティーもアップしています。もうスターの一人

です。 

 いつのまにか時間が過ぎ、20：00からはフリータ

イム。コーヒーをいれてもらったり、楽しそうに話

していたり、皆さんホッコリしています。 

 そして、この楽しい雰囲気のまま終わりの挨拶を

して、片付けに……。 

 とれぶカフェの世界はどうでしたか？ 文章は下

手なので伝わったかな？  

時間を忘れるぐらい、楽しいひとときを過ごして貰

えるよう頑張っています。気になった方！ 是非来

てくださいね。 

 場所  ラポールひらかた４階 

 時間  18時30分から20時30分 

 参加費 高校生以上・・・500円 

  小・中学生、障がい者・・・300円 

  幼児・付き添いのヘルパー・・・無料 

ではでは♪ 

（とれぶりんか つちの子・カフェ担当 速水） 

耳より情報♪ 「女子プロ野球」観戦してきました。 
４月 17⽇（⾦）、わかさスタジアム 京都フローラ vs 埼玉アストライア 

 

 セ・パ両リーグが開幕して２か⽉が経過しましたが、発⾜６年目の⼥性のプロ野球に注目しています。

年に数回⾏っています。 

 ただ、知名度はまだまだのようで、観客は 300⼈程度です。 

 ルールとしては、７回制で、１時間 45 分を超えた場合は、次の回には入らない（７回には満たなく

ても）。試合は主に週末（⾦⼟⽇）。ドラフトは勿論ありますが、戦⼒外、トライアウト、トレードもあ

るので気が抜けません。 

 名前はあげませんが、タイトルを総なめにした選手は、500 万円程度のみ年収があがったそうです。

（男性のプロ野球なら、何千万〜何億円あがるでしょう） 

 試合が無い⽇は、チラシを配ったり、系列の会社で仕事をこなしているそうです。 

 『フローラのお店』が 4 月 24 日に京都市の河原町にオープンしました。兵庫ディオーネの試合が洲

本市であったので、ＪＲ京都駅に集合してバスを走らせ、観戦も付いて選手プロデュースの弁当が食べ

れて、添乗は元選手で現在球団広報の方が案内してくれたとのことです。こんな「バスツアー」等いろ

いろ⼯夫して経営により⼒を⼊れています。 

 みなさんも時間を作って⾏ってみませんか？ 試合情報やイベントは、ホームページに載っています。 

⽇本⼥⼦プロ野球リーグ http://www.jwbl.jp/           （ＬＩＰ編集局 松瀬） 



（五行歌）              ＬＩＰ ２０１５／０７ 

〈６〉 

 

ＬＩＰ2015年３月号に掲載された、松本幸子さ

んの手づくり絵本『アラカシのもり』が出版さ

れました。また絵本の原画展が南部生涯学習市

民センター、カフェサリー、御殿山生涯学習美

術センターで開催。今後も９月23日開催のひら

かたＮＰＯフェスタや、楠葉生涯学習市民セン

たった一つの絵本が、千部になった！ 『アラカシのもり』原画展各所で開催 

ターで原画展開催の予定です。千部作られた絵本

は、これまでに800部売れました。絵本が欲しい

方は、ＬＩＰの配布箇所である「カフェサリー」、

「ソーイングの店 みなよし」（最終頁参照）で、

500円（+カンパ）で入手できます。 

（ＬＩＰ編集局 豊髙明枝） 

6/2～6/20、カフェサリーで原画展 

店内で、現在も絵本の入手が可能です。 
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（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１５／０７ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

 

★音楽でリフレッシュ！ 
快い音でゆったりとした楽しい時間を仲間と一緒に思いっき
り声を出して心身共にリフレッシュしませんか？ 
■日時：７月９日（木）15：30～17：00 
場所 南部生涯学習市民センター ２階 音楽室 

■日時：７月25日（土）10：00～11：30 
場所 サンプラザ生涯学習市民センター ５階 視聴覚室 

■参加費：500円（初回無料） 
申し込み・問合先 音楽でリフレッシュ！   担当：中嶋 
           ＴＥＬ：０７２－８４０－５４９３ 

＊＊７月無添加石けん・手作り作品販売お知らせ＊＊ 
■7/6(月)・7/27(月） バザー 
：市役所前にて 10時30分～ 

■7/21(火) 廃油回収 
：さだ生涯学習市民センターにて 10時30分～ 

＊皆でお待ちしております。お近くへお越しの際は是非いらし
てくださいね^ ！^ 
＊＊障害者労働センター（連絡先：072-848-0508）＊＊ 

【北ボラ・カフェ 参加者募集】 
いつもの学校や職場を離れて、いつもと違う場所で違う仲間と
茶菓子で語り合い、ゲーム等をして楽しみませんか？ 
■日時：7月11日（土）13：30～15：30 
■場所：ラポールひらかた 研修室3 
■参加費：300円（茶菓子代） 
■対象：30歳代まで 
■申込み・問合せ：NPO法人 北河内ボランティアセンター 
Tel/Fax：072-848-4166 
E mail:npo-kvc＠kit.hi-ho.ne.jp 

集いましょう 語り合いましょう 
「今、戦争体験を伝えるために」 

■７月２日（木） 午前１０時～１２時 
場所：カトリック香里教会 （京阪「香里園」下車 徒歩５

分）大阪府寝屋川市東香里園町３１−３ 
■お話いただく方  鶴島昭雄さん（枚方在住） 
 鶴島さんは、敗戦の時は中学生でした。軍国少年だったと振
り返られていますが、当時は、それが「あたりまえ」でした…
…。 
よろしければ、参加協力金３００円をお願いいたします。 
連絡先：「平和がいちばん」の会 

大田 090-7350-0883 糸井 080-2446-1101 

OKoTaC セミナー 
「外国人と日本人がともにつくる絵本活動」 

日本語を母語としない人たちと東京で多言語での読み聞かせ
活動をされている石原弘子さんをお招きし、いろいろな国の言
葉の絵本の楽しさについて話していただきます。 
大人も子どもも一緒に、絵本を使っていろんな言葉や文化の体
験をしませんか？ 
絵本の好きな方、絵本を通じた多文化交流活動に興味のある
方、どうぞご参加ください！ 
■日時： ７月２９日（水）午後２時～４時半 
■場所： 大阪市立総合生涯学習センター 第5研修室 
       （北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階） 
■定員： ３０人（先着順） 多文化な絵本に関心のある大人、
子ども（※保育はありません） 
★お名前・住所・電話番号・メールアドレス・母語 を明記の
うえ、メール・電話・FAXのいずれかの方法で 下記までお申
し込みください。 
■参加費： 無料 
申込み・問合せ： NPO法人おおさかこども多文化センター 
（URL  http://okotac.org） 

Tel / Fax: ０６‐６５８６‐９４７７ 
E-mail: osakakodomo＠gmail.com まで 

【参加者募集】 ひらヨガ＠枚方河川公園 
■日時：７月12日（日）9：30～10：20 
■場所：枚方河川公園 （三矢交差点から土手を斜めにおりた
ところ。のぼりを目印にお集まりください） 
■内容：夏のデトックスヨガ 担当：Akiko 
■持ち物：ヨガマットまたはレジャーシート、水分、タオル 
■参加費：運営協力金100円～ でご参加いただけます。 
＊充分な日焼け対策をお願いいたします。 
＊雨天中止です。中止の場合当日８時半にホームページで掲載
しますのでご確認ください。（ひらヨガで検索） 
＊ご質問は、電話：072-845-5990、または 
Email: hirayoga＠yahoo.co.jpまで。（当日参加可） 
共催：特定非営利法人・ひらかた市民活動支援センター 
   ひらかたハートセラピー協会 
   ＹＢＣ(笑)-スポーツ応援クラブ‐ 
   ビジョンヨガ枚方 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 120 号 今号の発行部数 1250 部］ 

次号（８月号）は、７月２６日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙、Ｐ７：平井由恵 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 
☆ 北河内ボランティアセンター  [磯島茶屋町20-1-101  072-848-4166] 
☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 泉屋 楠葉店  [楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ソーイングの店 みなよし  [香里ヶ丘3-11-3-4  072-854-0756] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ ＮＰＯ法人ハートネット [村野西町１-２７  072-805-4373] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [車塚1-1-1] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [堤町2-15 072-846-3535] 
☆ bar moonshine [宇山町４－８  072-866-5667] 
☆ とくふうホーム [大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野2-8-3  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェサリー [山之上４丁目30-1 竹本ビル１階  072-844-0011] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 
☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ えんでら村作業所 [交野市天野が原町２丁目14-20 072-893-4890] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2  0774-88-2394] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1  0774-88-5846] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市香里南之町16番15号JAビル香里4F  072-832-5580] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市田井町5-26  070-5435-1965] 
☆ 大阪市立青少年センター KOKOPLAZA  [大阪市東淀川区東中島1-13-13  06-6370-5421] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

69,193 前号から繰り越し 

2,000 広告代 

16 銀行利息 

4,500 寄付 

▼140 郵送代 

▼500 ６月ロッカー代 

▼520 取材交通費 

▼4,180 ６月号印刷代 

70,369 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます！ 

 

 

福村房美代さん 

匿名さん 渡辺洋一郎さん 

■先月６月号６頁「人の命」と「健康」と「ふつ

うの人間らしい暮らし」を求める裁判の傍聴記事

の中で次回公判の日取りに間違いがありました

ので、訂正します。 

（誤）次回７月28日 → （正）次回７月30日 

■ＬＩＰは市民が伝えたいことを書き、市民が印

刷し、市民が配布する地域密着型情報紙です。 
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